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端山貢明(はやま・こうめい)氏とは

•1932年4月28日 – 2021年5月11日（89歳）

•作曲家、メディア研究者、東北芸術工科大学名
誉教授、東京都出身

端山貢明の肖像（2003年東北芸術工科大学前川道博研究室にて撮影）



端山貢明デジタルアーカイブプロジェクト

•ねらい

– 端山貢明氏(作曲家/メディア研究者)の業績・知識を集成（リサイ

クリング）し、それらが未来の社会づくりに広く活かせるようそ
の知識の普及促進を図る。

•実施計画

– 2020年度
•資料の渉猟、デジタル化、業績一覧作成、プロジェクトチーム立ち上
げ、デジタルアーカイブ化計画策定(文化庁助成金申請)

– 2021年度
•デジタルアーカイブ構築、アーカイブ公開

•実施体制

– 長野大学前川道博研究室をコアに有志によるプロジェクトチ
ームを立ち上げる。



端山貢明デジタルアーカイブ構成

•公開デジタルアーカイブ

•公開可能なアーカイブ資料をウェブサイトとして公開

•保存・調査資料はデジタル化し内部サイトに集積

•現物資料の保存先は追って検討する
– 当面、長野大学前川研究室、前川家を暫定収容スペースとして利用

– 資料は極力デジタルデータ化し、大方の資料は破棄する

– 重要な資料は永久保存する
•音楽資料は日本近代音楽館への寄贈を想定

•私設/公設のアーカイブス(文書館)の創設を目指し、同館に収蔵



端山貢明プロフィール

•1932年東京生まれ。

•1955年東京芸術大学音楽学部作曲科卒業。

•フランス政府給費留学生として渡仏、オリヴィエ・メシアンに学
び、1959年、パリ国立音楽院を卒業。

•帰国して作曲活動を続ける一方、現代に対応する新しいメディ
アとしてコンピュータによる表現技術の研究開発を始める。

•1972年、コンピュータ・アート・センターを設立。

•1974年、ソシアルダイナミクス研究所を設立。

•1993年、東北芸術工科大学教授、情報環境学を教授する。

•1993年～、山形県において地域励起化の啓発活動を進める。

•2000年、東北芸術工科大学名誉教授。

•2021年5月 ８９歳で逝去



知識循環の基礎概念
HRDと学習支援環境の概念・モデル提起

端山貢明氏
メディア学、東北芸術工科大学名誉教授

Ｈ．Ｒ．Ｄ
Human Resource Development

educo（引き出す）
educationの語源

自らのポートフォリオが
他者が参照するアーカイブになる

現代の要請に対応する体系

自己開発・学習支援
自ら書き込むスペースと蓄積
（自らのアーカイブ＝ポートフォリオ）

コモンズに載せる

https://www.mmdb.net/emedia/eport80/files/wmv/l/eport/L136.wmv


端山貢明メディア論の入門記事
「[1998]地域づくりはまずインナーネットから」

• https://www.mmdb.net/usr/oraho11/chiiki-a/page/A0187.html

• https://www.mmdb.net/usr/oraho11/chiiki-a/page/A0186.html

以下の取材記事も参照されたい。
[1998]山形から世界へ―インターネットは地域を活性化する

https://www.mmdb.net/usr/oraho11/chiiki-a/page/A0187.html
https://www.mmdb.net/usr/oraho11/chiiki-a/page/A0187.html


試行公開「端山貢明アーカイブ」

•長野大学・前川研究室編
• https://www.mmdb.net/hayama/

https://www.mmdb.net/usr/oraho11/chiiki-a/cat/hayama.html


端山貢明研究室に収蔵されていた資料を
２０２１年、２０年ぶりに紐解く作業から始動

『GRAPHICATION』1998年8月号(富士ゼロックス株式会社)から転載

かつてはこの端山研究室にあった資料
2020/02/28 山形にある資料の存在を確認
2021/05/29 山形にある資料を搬出・仕分け



山形のダイバーシティメディア倉庫の
端山貢明さん資料存在を確認 2020/02/28



ダイバーシティにて端山さん出演の「トーク番組」
の記録とメディアを確認 2020/02/28



NPO Yamagata1の御協力により
荷物85箱を仕分け整理 2021/05/29-30



関係者と記念撮影 2021/05/29

荷物仕分け作業場で
yamagata1メンバー
端山家ご家族らと

ダイバーシティメディアで
吉村和文社長＋社員
端山家ご家族らと



荷物１次仕分け
31箱分保管、13箱リユース、残り廃棄

保管対象３１箱（仕分け後） → 茨城前川家へ搬送
リユース対象１３箱 → もったいない本舗へ搬送
残り → 廃棄処分

保管対象３１箱 リユース対象１３箱



荷物２次仕分け（31箱対象）
茨城前川家 2021/06/05-06

搬送３１箱を開け、残すもの、処分するものを仕分け
著述、書類、スライド等に大きく仕分け、箱詰めし直し
新規の箱数３５箱＋手付かず数箱
新規箱のうち７箱は長野大学に再配送

搬送した３１箱 ２次仕分け後



長野大学に７箱移送、調査始める
前川研究室保管 2021/06/07～



資料デジタル化 製本されている媒体
A3プリンタでスキャン

資料を順次取り出す スキャン→USBに保存

USBからPCにコピー デジタルデータを整理する



資料デジタル化 ばらけた紙or自炊
文書スキャナScansnapでスキャン

データはPCに保管 データ整理

資料を順次取り出す Scansnapで読み取る



主要記事のテキストコード化
OCRソフト「読取革命」でテキストコード変換

OCRで変換・データ修正 改行等の一括修正はプログラムで

ワープロで編集して完成
PDF等に変換



資料のメタデータ化（ファイル名変更）

・元のフォルダはそのまま保存
・元フォルダをコピーし修正用フォルダ作成
・スキャンしたデータのファイル名は内容が
わかるファイル名に変更する
(例)1976-02通産JNL参加社会.PDF



多様なデータ形式のアーカイブ化

•動画 8ミリビデオ、DV、デジタル動画、YouTube

•各メディアのプレイヤーとPC接続により取込む

•元データはデジタル化しディスクに保管

•閲覧用にYouTube利用、Webページに埋込む

•カセットテープ等のデータも同様に扱う



資料のメタデータ作成
Excelを利用

•資料ファイルに対応する基礎情報をメタデータ
項目に沿って整理する。

•作業しやすいようExcelを使う。



作業用アーカイブサイトを作成

•資料ファイルは作業用サイトに格納し運用する

•資料は公開しないが作業者間での共有は必須

•資料閲覧にはタブレット利用が便利
（Web化しないと閲覧が極めてしにくい）

•ファイル一覧はプログラムにより自動処理



作業用アーカイブサイトの運用

•PC側のファイルをサーバのフォルダに随時転送

PC側 サーバ側

WinSCPを使う



サーバ側ファイルリストの自動更新対策

•最新状態の閲覧保証が不可欠

•簡易なデータ一覧化・リンクにより対処

•DB化以前の段階のため方法は極力簡便に

#!/usr/bin/perl

#対象ディレクトリ指定
$dir = './';
$title = "端山貢明ファイル一覧(限定公開)";
#表示対象ファイル指定
$file = 
"|.txt|.PDF|.pdf|.docx|.doc|.xls|.xlsx|.jpg|.JPG|.pn
g|.PNG";

my ($sec, $min, $hour, $mday, $mon, $year, 
$wday, $yday, $isdst) = localtime;
$year = 1900+$year;
$mon++;
if ($mon < 10) { $mon = "0$mon"; }
if ($mday < 10) { $mday = "0$mday"; }
if ($hour < 10) { $hour = "0$hour"; }
if ($min < 10) { $min = "0$min"; }
if ($sec < 10) { $sec = "0$sec"; }

サーバ側フォルダ リンクリスト処理 リンクリスト表示



当面の作業

•未整理資料のデジタル化、リスト化

•権利処理ができたものから随時公開

•第１次的な情報整理と情報公開

– Wikipediaに載せる

– 教育情報誌等への記事寄稿

– 学会での研究発表

– ゼミ・授業でのケーススタディ、体験実習に活用

– 地域デジタルアーカイブ構築モデルとしての例示
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